
 

 

 

 

 

 

 ＯＩＭによるＥＢＳＤＯＤＦ解析結果をＬａｂｏＴｅｘへ 

 

 

 

 ＥＢＳＤでは電子線をＳｃａｎする事で、菊池線による解析がリアルタイムに行われ、 

 測定結果として、膨大なＥｕｌｅｒ角度群が出力される。 

 ＸＲＤと異なり、強度ではなく、回数が数えられる。 

 ＴＳＬから提供されたＥｕｌｅｒ角度群データとＯＤＦ解析結果を検討する。 

 

 ＴＳＬから提供されているデータ 

   

 Ｔｉ－Ｃｏｍｍｏｎ＿ＴＳＬ．ａｎｇが生データ 

 Ｔｉ－Ｃｏｍｍｏｎ＿ＴＳＬ．ＴＸＴがＯＤＦ解析結果 

 GPODFDIsplayソフトエウアで読み込めます。 

  



  

 

2017/01/30で LaboTexで解析したデータの平滑化を LaboTexODFFileソフトウエアでサポートしました。 

詳しくは LaboTexODFFIleソフトウエア説明書を参考にして下さい。 

 

 

 

 

 

 



データ 

  

 

この部分がＥｕｌｅｒ角度データ（Ｐ１，Ｆ，Ｐ２  SelectID 

Ｅｕｌｅｒ角度とＳｅｌｅｃｔＩＤ以外は不要でＬａｂｏＴｅｘが読み込むＳＯＲファイルに変換する 

  



ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＢＳＤのＯＤＦ図と一致する。 

 



の場合 

 入力データ      

 

入力ＯＤＦ図 

  

 変換（ＥＢＳＤの測定データ形式） 

 

 

 

 

 



ＥＢＳＤの測定データ形式（ＴＸＴ）からＳＯＲデータに変換 

 

LaboTexで読み込み 

  

 

 

 

２０倍で読み込むと異なったＯＤＦ図になる。 

 



倍率１倍では 

  

  

 

  

 

ＥＢＳＤのＯＤＦ図から計算すると、ＯＤＦ図にずれが発生する。 


